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1/2号機排気筒周辺における線量調査結果について



１．調査状況

■調査目的

１/２号機排気筒の解体工法検討において、必要作業員数の想定、被ばく線量評
価、施工実現性を評価する検討条件の精度向上を目的に、9/23より排気筒の線量
率を小型無人飛行機（以下、ドローン）を使用し筒身の内部および外部調査を実施
した。
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■調査結果

 排気筒外部の線量調査（P2～5参照）
・排気筒頂部（地上120ｍ）付近は、0.2～0.5mSv/h程度であり、地上に近いほ

ど線量率は上昇する傾向で地上30m付近では、0.5～1.5mSv/hであった。
・同一高度で筒身表面からの距離が異なる点の線量率に、大幅な変動はなかった。
・北南西面の測定結果より、北南面に比べ西面の線量率が小さい傾向であった。
・上記により、筒身自体が高線量の線源になっている可能性は低いと考えられる。

 排気筒内部の線量調査（P6～7参照）
筒身内への線量計落下事象を踏まえ、排気筒上部からカメラを使用して調査を行っ

たが、筒身内に支障物が確認されたため、今後、筒身内部の線量調査は実施せず、こ
れまでに実施した筒身外部の線量調査結果より排気筒の解体工法検討を実施する。



２．排気筒周辺線量調査について

■線量計を取り付けたドローンを使用し、有人作業が想定される箇所の線量状況を把握する
ことを目的に、排気筒周辺の線量率を調査する。

２

測定イメージ

測定手順

①線量計を機体に取り付け
②機体搭載カメラ映像及びGPS

情報から測定点①へ飛行
③機体高度情報を基に次の測定

ポイントまで上昇
④最終ポイント測定後帰還

解体予定範囲



３．排気筒周辺線量調査結果（１／３）

■排気筒の北南西面について、下表の高度毎に筒身表面から異なる距離の線量率測定を実施
→頂部から下部に行く程、線量率は上昇する傾向。北南面に対し、西面は線量率が低い。
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調査日：2016年９月２４日～２５日
※測定高度は、小型無人飛行機の高度計をもとに計測して

いるため、若干の誤差はあります。（P3～5共通）

西エリア

北エリア 南エリア

測定位置（立面） 測定位置（平面）

6 7 8 9 10 11 15 6 7 8 9 10 11 15 6 7 8 9 10 11 15

120 0.22 0.22 0.39 0.39 0.38 0.40

111 0.22 0.23 0.40 0.44 0.39 0.40

106 0.22 0.24 0.43 0.45 0.48 0.50

100 0.22 0.25 0.45 0.53 0..47 0.50

94 0.23 0.25 0.52 0.55 0.56 0.51

86 0.29 0.26 0.55 0.64 0.72 0.57

76 0.29 0.30 0.58 0.67 0.63 0.59

67 0.33 0.30 0.60 0.68 0.64 0.71

55 0.42 0.39 0.90 0.88 0.81 0.83

44 0.43 0.40 0.90 0.87 0.64 0.82

30 0.51 0.48 0.90 0.89 1.30 1.19

南エリア_線量率[mSv/h]

筒身表面からの距離[m] 筒身表面からの距離[m] 筒身表面からの距離[m]
測定高度
［m］

西エリア_線量率[mSv/h] 北エリア_線量率[mSv/h]

３
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調査日：2016年10月４日～５日

４．排気筒周辺線量調査結果（２／３）

■排気筒の北南西面について、下表の高度毎に筒身近傍の点の線量率測定を実施
→頂部から下部に行く程、線量率は上昇する傾向。南北面に対し、西面は線量率が低い。
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測定位置（立面） 測定イメージ

115 0.22 4.1 0.43 4.1 0.51 4.1

80 0.29 4.1 0.68 4.1 0.48 4.1

73 0.31 4.5 0.70 4.5 0.57 4.5

59 0.61 5.0 0.92 5.0 0.77 5.0

51 0.91 5.8 1.07 5.8 0.83 5.8

35 0.76 7.0 1.36 7.0 1.50 7.0
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調査日：2016年10月7日
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５．排気筒周辺線量調査結果（３／３）

測定位置（立面） 測定位置（平面）

■排気筒下部の線量率として、北西の主柱付近の線量率測定を実施

５

30 0.55 12 0.53 16

25 0.54 13 0.54 16
20 0.64 14 0.50 16
15 0.50 15 0.50 16
10 0.52 15 0.41 16

測定⾼度
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北⻄部 北⻄部
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６．排気筒筒身内部調査について

■排気筒上部からズーム機能付きカメラを使用して筒身上部の支障物の有無を確認した。
調査実施日：2016年10月20日（水）

ズーム機能付きカメラを使用した調査方法のイメージ

35m盤

６

ﾄﾞﾛｰﾝ既存部品
（パイプ）

ｽﾞｰﾑ対応
カメラ 高輝度照明

カメラ・照明取付概略図

カメラ支持
部品



７．排気筒筒身内部調査結果について

■排気筒頂部には、吊り金物以外に支障物は確認されなかったが、頂部から約20ｍ下に

図面には記載のない支障物が確認された。

＜確認されたもの＞

・排気筒頂部に約150mmの吊り金物

・塗装劣化による腐食箇所

・排気筒筒身の溶接線

・排気筒頂部から約20m地点に梁らしき部材

７

梁らしき部材

吊り金物取り付け状況

筒身内部状況排気筒頂部状況筒身頂部模式図
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